
）

24
Ａ Ｂ Ｃ
Ａ Ｂ Ｃ

調査

【自己評価】
【総合評価】

○研究開始後の事情変更の有無及び対応の状況（状況変化への対応の適切性）
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平成 年度事前評価

分析研究区分

研究課題名

成果の活用の可能性　研究目的及び内容の達成度

　本研究は、室内環境中の芳香性化学物質測定法開発及びホルモン受容体活性解明に向けて先駆的に
実施するもので、シックハウス症候群の原因究明等に係る重要な研究課題であり、優先的に取り組む
必要がある。意見に基づき予定通り課題を遂行した。

　本研究の成果を取りまとめ学術論文等に投稿する予定。

室内空気中の芳香性化学物質の測定法開発とホルモン受容体活性に関
する研究

年度～ 年度

　空気中化学物質の捕集にはスチレンジビニルベンゼン充填捕集管等を用い、分析には質量分析装置付きガスクロマトグラフを用
いる。アッセイにはホルモン受容体（エストロゲン受容体α/β、アンドロゲン受容体）発現プラスミド、受容体結合部位発現プ
ラスミド等を導入した哺乳類細胞を用い、ルシフェラーゼ遺伝子導入アッセイ法により行った。

○研究に係る資源配分の妥当性（研究資源配分の妥当性）

平成２７年度　事後評価調書

課題番号 衛研一般２４０１

共同研究期間
（協力機関）

人3

研究期間

研究担当者 主査（有害物質）武内 伸治

(a)極めて高い、適切である。  (b)高い、適切である。 　 (c)低い、改善の余地がある。

】

【自己評価】 【説　明】

【総合評価】

Ａ・Ｂ・Ｃ

ａ・ｂ・ｃ

【意　見】

研
　
　
究
　
　
の
　
　
概
　
　
要

研
　
　
究
　
　
の
　
　
成
　
　
果

成
果
の
活
用
策

【 】

・これまでの研究成果・知見、外部機関の知見等の活用の考え方

○研究目的

　これまで我々は、100種類を超える化学物質について室内空気中化学物質の濃度測定手法を開発し、シックハウス症候群事例に
おける原因物質の探索に取り組んできた（武内他、道衛研所報、2007)。さらに、身の周りに存在する種々の化学物質についてホ
ルモン受容体を介した作用についても明らかにしてきた（Takeuchi et al., Biol. Pharm. Bull., 2009, Takeuchi et al.,
Toxicology, 2011)。本研究では、これらの手法とこれまでの知見を活かして研究を行った。

化学物質数を62物質に
増やし、分析法の開発
に絞った。

【

　研究成果の一部として、学会発表を合計３演題行った(薬学会 第134年会(2014年３月)、フォーラム2014：衛生薬学・環境トキ
シコロジー(2014年9月)、薬学会 第135年会(2015年３月))。

　身の回りに存在する芳香性化学物質について、室内空気中濃度の測定手法を確立する。さらにこれらの化学物質の生体影響評価
の一環としてホルモン受容体活性についても明らかにすることを目的とした。
○研究内容（研究目的及び研究内容の適切性）

○成果の活用策（成果の活用の可能性）

○今後の対応

【個別評価】

　身の回りに存在することが予想される化学物質を可能な限り試験対象に加えるため、測定化学物質を30から62物質に拡大した。
その一方で、機器分析と受容体アッセイを年次ごとにまとめて行うことにより経費と試薬等の節約を図った。

○年次別目標とそれに対応する実績及び研究成果（目標の達成度）

研究目標に対する実績等
（事後評価時点）

（変更点）

○直近の研究課題評価における総合評価意見及びそれに対する取り組み状況 直近の研究課題評価結果

・研究ニーズ（重要性・緊急性）
　身の回りに多く存在することが疑われるものの、住宅の室内空気中にどのような芳香性化学物質がどのくらい存在するのか、ま
た、それらの芳香性化学物質がどのようなホルモン受容活性を有しているのかについて、ほとんど明らかにされていなかった。

　道民の日常生活に深く関わっている芳香性化学物質について、室内環境中濃度を把握する手法を確立し、ホルモン受容体活性を
明らかにすることは、道の公衆衛生施策上重要と考える。
・関係機関等との連携・役割分担（国等の研究機関、民間企業との連携・役割分担）
　外部機関の協力を特に必要とするような状況は生じなかった。

（一財
全体所要額
（千円）

　様々な芳香性化学物質が、洗剤、柔軟剤、石けん、玩具、文房具など多種多様な生活用品にも添加されており、日常生活の場に
おいて広く用いられている。中にはアロマテラピーで用いられるものも存在し、効能として女性ホルモン作用が謳われているもの
もある。また、芳香剤等に使用される多環ムスク類物質の一部に、エストロゲン作用及び抗アンドロゲン作用を有する化合物が存
在するとの報告もある。

(A)優れている。　　　　　　　(B)良好、適切である。　　(C)やや劣っている。見直しが必要。　

本研究は、室内空気中化学物質の濃度測定法を開発するほか、生活環境中の身の周りに存在する種々の化学物質につ
いてホルモン受容体を介した作用についても明らかにするなど、研究目標が達成され、一定の研究成果が得られてい
る。

初年度とは別の芳香性化学物質15物質の捕集
法、分析法を開発し、これらの化学物質につ
いて３種類のホルモン受容体活性を介した作
用を調べる。（平成26年度）

Ａ・Ｂ・Ｃ することができた。また、開発した測定法を道内住宅の調査に適用するなどシックハウス対策に寄与できる成果が得
られ、所期の目標を十分に達成できた。

　試験化学物質について新たな知見が得られ、学会発表などの成果に繋がったことから妥当であったと考える。

　本研究により、北海道で住宅建材、生活用品、家具等に広く用いられる芳香性化学物質について、室内環境中濃度を評価するこ
とが可能となった。本研究で得られた成果については、学会等で公表を行ったが、さらにシックハウス対策や環境ホルモン対策な
ど、道民の安全・安心を支え、健康を守り育てる行政施策への今後の活用が期待される。

予定を上回る合計62物質について、ホルモン受容
体活性を調べたところ、62化合物中24物質に作用
が認められ、複数の受容体を介した作用を示す物
質も存在した。

試験

課題担当者

主な目標（項目）[年次]
（事前評価時点）

芳香性化学物質15物質の捕集法、分析法を開
発し、これらの化学物質について３種類のホ
ルモン受容体活性を介した作用を調べる。
（平成25年度）

・道が取り組む必要性（道が取り組む必要性）

予定を上回る62物質の捕集及び測定法を確立し
た。住宅７軒の室内空気試料について、GC/MSによ
り62化合物の定量分析を行ったところ、31物質が
検出された。

1,200
○研究背景

上記62物質のホルモン
受容体活性をまとめて
測定した。

a a

室内環境中に存在する多種類の芳香性化学物質について測定法を開発し、ホルモン受容体活性を明らかに

(別記第２号様式)

機 関 名 北海道立衛生研究所
研究責任者 薬品安全Ｇ主幹 佐藤 正幸

研究


